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自主撤去について

１ 自主撤去とは

  この排出事業者らの責任追及の過程において、企業側の対応として自主撤去を

申し出るものがでてきた。

自主撤去そのものは廃棄物処理法に規定されているものではないが、排出事業

者らが社会的責任を果たそうとして、自ら申し出てきたものである。

検討の結果、市としては、撤去量や撤去される廃棄物が適正に処理されること

等を確認し、妥当性がある申し出については、これを認めることとした。この場

合、彼らが搬入した廃棄物に準ずるものとして、１６年５月２８日に発出した措

置命令の対象廃棄物（当初約１４，３００ｍ3）を撤去させることとした。

２ 自主撤去の現況

自主撤去を申し出た業者は、２月１４日までに県内１４、県外２０の計３４社

であり、撤去申出量の合計は約３０，０００ｍ3である。

昨年１２月２７日に第１回の自主撤去が行われて以来、２月１２日までに県外

５社、県内９社の計１４社が自主撤去に着手または完了し、累計２，２２７ｍ3

が自主撤去された。

（参考）自主撤去を認めるに当たって、次のような条件を付している。

１ 撤去及びその後の処理に当たっては、廃棄物処理法及びその他の関係法令を遵

守すること

２ 自主撤去を認めた産業廃棄物量よりも、事業者が排出して㈱善商に搬入された

量が多いことが判明した場合は、改めて撤去等を求めることがあること

３ 自主撤去を認めることは、必ずしも事業者の行為に関する廃棄物処理法上の責

任を免ずるものではなく、後日、過去の搬入行為について違法性が確認された場

合は、行政処分等を行うこともあり得ること
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           把握している種類及び量とかけ離れている。

    no        no

ok ok

自主撤去の申出

搬入した廃棄物の種類及
び量の申告（書面）

撤去計画書の提出

計画書の妥当性を検討
する

再提出の依頼 撤去を認めない
【終了】

申告に基づく撤去を認め
る

「搬入量判明後」
撤去量　≧　搬入量
　　　　　　　　　　【終了】

把握している種類及び量
と確認

把握している量を撤去
量とするよう指導する

「搬入量判明後」
撤去量　＜　搬入量

行政指導や措置命令を
行うこともありうる
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平成１７年度委員会スケジュール（案）

年月 委員会 検討事項等 技術部会 検討事項等 再生ビジョン部会 検討事項等

H１７
４．

５． 第５回
・詳細調査結果について
・恒久対策(案)について

第６回
・再発防止の仕組みについて
・再生ビジョンについて

６．　　 第５回
・詳細調査結果について
・再発防止の仕組みについて
・恒久対策(案)について

７．     第６回 ・恒久対策(案）について 第７回 ・再生ビジョンについて

８． 第６回 ・恒久対策(案）について 第７回 ・恒久対策(案）について 第８回 ・恒久対策案について

９．　　 

１０．　　 第７回 ・委員会中間報告原案について 第８回 ・部会のまとめ 第９回 ・再生ビジョンについて

１１．　　 第８回

１２．　　 

Ｈ１８
１．

２．　　 第９回 ・最終報告案について

３．　　 第１０回

４．　　 

５．　　

委員会最終報告

委員会中間報告
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